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2026年度を迎えて 

 
一般社団法人 RMA 代表理事  

植松 慶生 
 

ＲＭＡ会員の皆様におかれましては平素より RMA の

活動に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

1． 2025年度の活動を振り返って 

昨年は、新型コロナウイルス感染症やインフル

エンザの流行もようやく下火になり、人との接触

を避ける必要がなくなって普通の生活が戻ってき

ました。 

RMA のセミナーにおいては、コロナ感染症流

行の影響で 2020 年に落ち込んだ参加者数も

2021 年度にオンラインセミナーを開始すること

でコロナ前より増えました。それ以降、現在までオ

ンラインセミナーと対面型セミナーを両立させて

開催しています。ISO/IEC 17025 ラボラトリ向

けセミナーの参加者数は 2021 年度をピークに

若干減少傾向にありますが、内部監査員養成セ

ミナーや不確かさセミナーは根強い人気がありま

す。 

また、臨床検査分野では ISO 15189:2022

の発行に伴い規格解説セミナーを 2023 年度よ

り始め、臨床検査分野のセミナー開催に注力して

きました。2025年度は ISO 15189規格解説セ

ミナーの開催と共に臨床検査分野のリスクマネジ

メントや内部監査／マネジメントレビューに特化し

たセミナーを開設しました。加えて、検査機関向け

の ISO/IEC 17020:2012 （ JIS Q 

17020:2012）の規格解説セミナーや、技能試

験提供者向けの ISO/IEC 17043:2023（JIS 

Q 17043:2025）解説セミナーも新しく開設しま

した。 

RMA は、セミナーに参加された皆様には毎回

アンケートにご協力いただきご意見を伺っていま

す。その中から皆様のご期待に添える新たなセミ

ナーの創設に繫がるよう努力しています。 

RMAでは、講座型のセミナー以外に個別の企

業様からのご要望により個別支援業務（コンサ

ルティング）や講師派遣型セミナーを行っていま

す。個別支援業務については、2019 年度より

2024 年度まで少しずつ増加しています。2025

年度は少し落ち込みもありましたが、これらの業

務は、個別のご要望にお応えするテーラーメイド

型の支援業務で個別のご要望にお応えしやすい

こともあり、今後も更なる増加が見込まれます。特

に、臨床検査分野では病院や登録衛生検査所の

勤務体系の関係で大勢の要員が一度にセミナ

ー会場にお出でいただいてセミナーに参加するこ

とが難しく、講師派遣セミナーのほうにより多くの

需要があることが分かりました。講師派遣セミナ

ーでは、技術的質問にも丁寧にお答えできるの

が大きなメリットになっています。 

また、ISO 15189:2022の発行に伴い、書籍

“ISO 15189:2022が臨床検査室を変える”を

2024年10月にリニューアル発刊いたしました。

この書籍は、初版が 2015年 4月 1日に発行さ

れて以来、今回で第 5 版になります。発刊以来、

好評をいただいており、引き続き購入依頼がきて

います。 

この他、毎年恒例である RMA フォーラムを

2026年 3月 25日に開催しました。今回は、公

益財団法人日本適合性認定協会から生命科

学・工業科学マネージャーの田島洋介氏をお迎

えし、特別講演をいただきました。講演タイトルは

「JABの認定メリットと今後の取組み －維持しや

すく効果の高いフレキシブルスコープ認定の適用

拡大計画」で、今後の認定においてフレキシブル
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な認定範囲の分類を積極的に活用することで認

定取得後に認定範囲を拡大することを容易にす

ることができ、認定を取りやすくする効果が期待

されます。講演後の懇親会でも多くのご質問があ

り、フランクな会話を通じて情報交換が行われま

した。 

 

2． 2026年度の活動方針 

基本方針： 

「ISO認定取得及び維持のための支援に関

するニーズとシーズの発掘と適切な数と内

容のセミナー開催、講師派遣・個別支援業

務の提供」 

 

この基本方針をもとに、2026 年度の活動方針

を次のとおりとしました。 

◆ 対面型セミナーとオンラインセミナー双方

の提供継続 

◆ ISO 15189の規格解説、臨床検査室の

ためのリスクマネジメント（ISO 22367）

概説、ISO15189 内部監査、マネジメン

トレビューコースの継続に加え、臨床検査

室向けの講師派遣型セミナーの強化 

◆ 個別支援（コンサルティング）業務の更な

る拡大 

 

これらの基本方針及び 2025 年度の事業実

績およびセミナー参加者数の分析などをもとに

セミナープログラムを見直し、2026 年度は対面

型セミナーを 31 講座、オンラインセミナーを 28

講座開催することを計画しています。 

RMA のセミナーは、ISO/IEC 17025 及び

ISO 15189 をメインにラボラトリ経営に役立つ

セミナーも開催しています。公益財団法人日本

適合性認定協会(JAB)が 2026年 3月 30日

現在で ISO/IEC 17025:2017 に基づき試験

所 308 機関、校正機関 34 機関を認定し、また

ISO 15189 に基づき臨床検査室 324 機関を

認定しています。特に医療機関や登録衛生検査

所等の臨床検査室が ISO 15189 に基づく認

定を取得することは厚生労働省の政策でもあり、

認定数は今後も順調に増加することが予想され

ます。このため RMA は、主力事業の一つである

ISO 15189:2022 の解説セミナー、臨床検査

室向けリスクマネジメントセミナー及び ISO 

15189：2022 内部監査、マネジメントレビュー

セミナーを継続します。この他にも、製品認証機

関 (ISO/IEC 17065:2012) 、 検 査 機 関

（ISO/IEC 17020:2012）、技能試験提供者

⁽ISO/IEC 17043:2023）の認定分野に対応

したセミナーも継続し提供します。 

また、個別支援業務（コンサルティング）や講

師派遣セミナーについてもご要望に応じられるよ

うこれまで以上に注力して参ります。特に個別支

援業務については、これまで認定実績のない試

験分野での認定取得のための技術支援が要求

されており、RMA としてこれらの要請に応えるべ

く、技術専門家の方々と契約を拡大します。講師

派遣セミナーも大規模なラボラトリには開催メリ

ットが大きいため開催需要があり、都度ご相談を

承ります。 

これらのセミナーや個別支援業務以外にも、

RMA は会員の皆様からのご要望に応じて

2025 年度もラボラトリ見学会を開催したいと考

えています。また、RMA フォーラム等のイベントも

引き続き開催する予定です。 

 

最後になりましたが、2026年度も皆様の益々

の事業のご発展を心より祈念するとともに、引き

続き RMA の各種事業へのご参加をお待ち申し

上げます。 
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第 6回 RMA フォーラム開催報告 
 

一般社団法人 RMA 事務局長 

田中 隆 
 

2026年 3月 25日に RMA事務所のあるアイオス五反田駅前ビルで RMAフォーラムを開催しました。 

会員皆様のご参加を賜り有り難うございました。 

代表理事植松慶生による 2025 年度 RMA 活動報告の他に、今年度の特別講演として、公益財団法人日本適合

性認定協会(JAB)から田島洋介様をお迎えし、フレキシブルスコープ認定について興味深いお話を講演していた

だきました。 

RMA フォーラム後は、特別講演講師も交えて RMA会員の皆様と親睦を深めるための懇親会を催しました。 

 

RMA フォーラムプログラム 

開催日時：2026年 3月 25日（水）13:30〜16:30 

1. RMAの活動報告：植松 慶生（RMA代表理事） 

2. 特別講演：JABの認定メリットと今後の取組み 

−維持しやすく効果の高いフレキシブルスコープ認定の適用拡大計画− 

講 師 ：田島 洋介（LAB認定ユニット生命科学・工業科学マネジャー） 

3. 懇親会 (15:30〜16:30) 

 

RMA の活動報告では代表理事の植松から、RMA 会員数の推移、セミナーの種類、開催数、参加者数などの状況、

個別支援・講師派遣、ISO15189 関連の書籍出版などの活動を報告し、来年度の計画を紹介しました。特別講演

では講師の田島様から、フレキシブルスコープ認定の取扱いや現状での実績などのお話を伺いました。JAB として

も前向きにこの認定スキームを拡大していく方向であり、ラボにおいても積極的に活用していってもらいたいという

希望を述べられました。ラボの自主性を尊重するスキームであることから参加者からも質問やコメントが出て、関心

の高さが伺えました。 

懇親会では、田島様には引き続きご参加いただき、会員の方々との情報交換や会員同士の親睦を深めていただき

ました。日頃他業種の方々とのコミュニケーションが限られる中で、ISO/IEC 17025を共通因子として横に繋がり、

ご参加いただいた方々のラボに新しい知識を吹き込こむのにフォーラムがお役に立てていれば幸いです。 

  

◇画像◇ 左：ＲＭＡの活動報告  

中央：特別講演  右：懇親会 
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新規開講セミナーのご紹介 

2026年度４月～6月に開講する新規公開セミナーをご紹介します。 

セミナー詳細のご確認、お申込みはウェブサイト（https://rma.tokyo/）をご覧ください。 

 

第 1回 ISO 15189:2022 規格概要解説セミナー（東京） 

6月 12日（金）に開催します。

 
 

 
第 1回 基礎から学ぶゲルマニウム検出器によるガンマ線スペクトロメトリ（演習あり）（オンライン） 

6月 18日（木）に開催します。

 
 

＜対象者＞ 

初めてISO 15189に基づく認定を受ける臨床検査室の方々 

新入職員や初めてISO 15189に触れる臨床検査室の方々 

 

＜内容＞ 

本コースでは、初めてISO 15189に基づく認定を受ける臨床検査室の方々や新入職員、初めてISO 

15189に触れる臨床検査室の方々向けに、ISO 15189:2022の要求事項について解説します。 

セミナー講師は、認定機関において臨床検査室認定の責任ある役職を務めた経験を有し、現役のISO 

15189 認定審査員資格を持つ方です。このため、文字通りの規格要求事項の解説のみならず、認定機関

や認定審査員としての経験、視点から規格の意味するところを正確かつ分かりやすくお伝えし、技術事項を

含め検査室運営における様々なご質問にも的確にお答えできる力量を有している方です。 

＜対象者＞ 

ゲルマニウム検出器を用いて核種分析を行なっている試験要員(特に、初心者の方)/管理要員 

ガンマ線測定から放射能定量値を得るまでの過程を理解したい方 

 

＜内容＞ 

本セミナーでは、特に初心者を対象に、ガンマ線スペクトロメトリにより核種定量するための基礎的事項を講

義します。また、自分で放射能定量値が計算できるように演習も行います。定量値の不確かさの評価について

も言及します。 

https://rma.tokyo/
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RMA 2026年度 対面型セミナー 開催予定表     1/2 
※ 諸事情により日程は変更する場合がございます。 

 

会員 非会員 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 東京 ¥33,000 ¥66,000 6/30

2 大阪 ¥33,000 ¥66,000 9/29

3 東京 ¥33,000 ¥66,000 11/5

4 東京 ¥33,000 ¥66,000 7/28

5 大阪 ¥33,000 ¥66,000 12/8

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6 東京 ¥66,000 ¥132,000
5/21

22

7 大阪 ¥66,000 ¥132,000
6/16

17

8 東京 ¥66,000 ¥132,000
7/14

15

9 東京 ¥66,000 ¥132,000
9/15

16

10 東京 ¥66,000 ¥132,000
10/20

21

11 大阪 ¥66,000 ¥132,000
11/10

11

12 東京 ¥66,000 ¥132,000
12/15

16

13 東京 ¥66,000 ¥132,000
2/16

17

14 東京 ¥66,000 ¥132,000
10/29

30

15 東京 ¥66,000 ¥132,000
3/11

12
第8回 ワンランクアップ ISO/IEC 17025 内部監査員セミナー（2日）（東京）

第124回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（東京）

第125回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（東京）

第126回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（大阪）

第127回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（東京）

第128回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（東京）

第7回 ワンランクアップ ISO/IEC 17025 内部監査員セミナー（2日）（東京）

第3回 ISO/IEC 17025による試験所業務能力強化セミナー（東京）
―ケーススタディで説明能力と説得力アップ―

第4回 ISO/IEC 17025による試験所業務能力強化セミナー（大阪）
―ケーススタディで説明能力と説得力アップ―

内部監査員養成セミナー

第121回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（東京）

第122回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（大阪）

第123回 ISO/IEC 17025 ラボラトリーのための内部監査員養成セミナー（2日）（東京）

上期 下期

規格解説セミナー

第81回 ISO/IEC 17025 規格解釈と運用セミナー（東京）
“要求事項の解釈はこれでいいの？―判断の難しい事例を踏まえて”

第82回 ISO/IEC 17025 規格解釈と運用セミナー（大阪）
“要求事項の解釈はこれでいいの？―判断の難しい事例を踏まえて”

第83回 ISO/IEC 17025 規格解釈と運用セミナー（東京）
“要求事項の解釈はこれでいいの？―判断の難しい事例を踏まえて”

№
対面型セミナー

※３か月前からお申込み可能となります

会場

受講料
（消費税込）

2026年度

2026年 2027年
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RMA 2026年度 対面型セミナー 開催予定表   2/2 
※ 諸事情により日程は変更する場合がございます。 

  

会員 非会員 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

16 東京 ¥33,000 ¥66,000 11/30

17 東京 ¥33,000 ¥66,000 1/21

18 東京 ¥33,000 ¥66,000 3/4

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

19 東京 ¥33,000 ¥66,000 7/3

20 大阪 ¥33,000 ¥66,000 7/24

21 東京 ¥33,000 ¥66,000 12/11

22 東京 ¥33,000 ¥66,000 5/29

23 東京 ¥33,000 ¥66,000 9/18

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

24 東京 ¥33,000 ¥66,000 11/18

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

25 東京 ¥33,000 ¥66,000 6/12

26 東京 ¥33,000 ¥66,000 7/10

27 東京 ¥33,000 ¥66,000 11/27

28 東京 ¥33,000 ¥66,000 5/23

29 東京 ¥33,000 ¥66,000 6/20

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

30 東京 ¥33,000 ¥66,000 9/11

31 東京 ¥33,000 ¥66,000 3/19

№
対面型セミナー

※３か月前からお申込み可能となります

会場

受講料
（消費税込）

2026年度

2026年 2027年

上期 下期

不確かさセミナー

試験技術セミナー
第5回 ISO/IEC 17025リスクから考える試験、不確かさとトレーサビリティ（東京）
―演習で学ぶ、試験の質管理、トレーサビリティと校正―

第1回 試験所における計量トレーサビリティの確保と内部校正の利用(仮)（東京）
― 自己課題解決型演習セミナー ―

第1回 環境分析における精度管理と事例処理(仮)（東京）

第3回 臨床検査室のための精度保証セミナー（不確かさを含む）（東京）

2026年版 不確かさにおける基礎から応用までセミナー（東京）

2026年版 不確かさにおける基礎から応用までセミナー（大阪）

第10回 基本モデル事例で理解する不確かさ演習セミナー（東京）

聞いて、見て、やってよく分かる 2026 不確かさセミナー（東京）

演習から深める不確かさ評価の基礎セミナー（東京）

食品、微生物分野セミナー

第22回 食品・生物系試験所のための内部監査員養成セミナー（東京）

臨床検査分野セミナー

第1回 ISO 15189:2022 規格概要解説セミナー（東京）

第4回 ISO 15189:2022 内部監査員養成（JIS Q 19011準拠）＆マネジメントレビューセミナー（東京）

第5回 ISO 15189:2022 内部監査員養成（JIS Q 19011準拠）＆マネジメントレビューセミナー（東京）

第6回 臨床検査室のためのリスクマネジメントセミナー（演習あり）
　　　　　　　　　　　　～ ISO 15189, ISO 22367をより理解するため ～（東京）

製品認証セミナー

第4回 ISO/IEC 17065 規格解釈と製品認証（東京）

第5回 ISO/IEC 17065 規格解釈と製品認証（東京）
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RMA 2026年度 オンラインセミナー 開催予定   1/2 
※ 諸事情により日程は変更する場合がございます。 

 

  

会員 非会員 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 オンライン ¥16,500 ¥33,000 4/21

2 オンライン ¥16,500 ¥33,000 10/15

3 オンライン ¥16,500 ¥33,000 4/23

4 オンライン ¥16,500 ¥33,000 6/2

5 オンライン ¥16,500 ¥33,000 8/4

6 オンライン ¥16,500 ¥33,000 12/3

7 オンライン ¥16,500 ¥33,000 2/4

8 オンライン ¥16,500 ¥33,000 5/14

9 オンライン ¥16,500 ¥33,000 7/7

10 オンライン ¥16,500 ¥33,000 1/19

オンライン ¥16,500 ¥33,000 9/4

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

11 オンライン ¥66,000 ¥132,000
8/27

28

12 オンライン ¥66,000 ¥132,000
3/25

26

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

13 オンライン ¥16,500 ¥33,000 7/31

14 オンライン ¥16,500 ¥33,000 6/18

15 オンライン ¥16,500 ¥33,000 7/23

16 オンライン ¥16,500 ¥33,000 9/3

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

17 オンライン ¥33,000 ¥66,000 2/5

第11回 試験所における計量トレーサビリティの確保と内部校正の利用（半日）

第9回 試験所（化学分野）における精度管理の基本的な考え方（半日）

不確かさセミナー

現場で役立つ 2026 不確かさセミナー：検量線・校正直線を用いた時の不確かさ評価

内部監査員養成セミナー
第16回 ISO/IEC 17025 オンラインによる内部監査員実践セミナー（2日）
　　　　　　　　―　ロールプレイによる指摘演習　―

第17回 ISO/IEC 17025 オンラインによる内部監査員実践セミナー（2日）
　　　　　　　　―　ロールプレイによる指摘演習　―

試験技術セミナー
第5回 ISO/IEC 17025のキーポイントへの取り組みとマネジメント（半日）
―試験、不確かさとトレーサビリティ、リスクとマネジメント―

第1回 基礎から学ぶゲルマニウム検出器によるガンマ線スペクトロメトリ（演習あり）（半日）

第32回 知っておきたいISO/IEC 17025の基礎（担当者コース／Basicコース）（半日）

第33回 知っておきたいISO/IEC 17025の基礎（担当者コース／Basicコース）（半日）

第25回 一歩進んだISO/IEC 17025の活用（ラボ管理者・中堅要員ｺｰｽ／Advancedｺｰｽ）（半日）

第26回 一歩進んだISO/IEC 17025の活用（ラボ管理者・中堅要員ｺｰｽ／Advancedｺｰｽ）（半日）

第27回 一歩進んだISO/IEC 17025の活用（ラボ管理者・中堅要員ｺｰｽ／Advancedｺｰｽ）（半日）

第1回 一歩進んだISO/IEC 17025の活用（化学分野Advancedｺｰｽ）（半日）

規格解説セミナー

第3回 はじめてのISO/IEC 17025（半日）

第4回 はじめてのISO/IEC 17025（半日）

第29回 知っておきたいISO/IEC 17025の基礎（担当者コース／Basicコース）（半日）

第30回 知っておきたいISO/IEC 17025の基礎（担当者コース／Basicコース）（半日）

第31回 知っておきたいISO/IEC 17025の基礎（担当者コース／Basicコース）（半日）

№ オンラインセミナー

※３か月前からお申込み可能となります

会場

受講料
（消費税込）

2026年度

2026年 2027年

上期 下期
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RMA 2026年度 オンラインセミナー 開催予定    2/2 
※ 諸事情により日程は変更する場合がございます。 

 

 

 

 

セミナーお申込みは開催日の 

約３か月前から可能です。 

ご受講をお待ちしています！ 

 

会員 非会員 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

18 オンライン ¥33,000 ¥66,000 6/10

19 オンライン ¥33,000 ¥66,000 9/9

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

20 オンライン ¥33,000 ¥66,000 10/9

21 オンライン ¥16,500 ¥33,000 10/23

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

22 オンライン ¥16,500 ¥33,000 6/23

23 オンライン ¥16,500 ¥33,000 1/26

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

24 オンライン ¥16,500 ¥33,000 6/19

25 オンライン ¥16,500 ¥33,000 11/25

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

26 オンライン ¥16,500 ¥33,000 5/28

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

27 オンライン ¥16,500 ¥33,000 10/19

技能試験セミナー

第1回 ISO/IEC 17043:2023：技能試験提供者として望まれること(仮)（半日）

第16回 オンラインで学ぶラボラトリのリスクマネジメント（半日）

製品認証セミナー

第4回 オンラインで学ぶISOによる製品認証と認証スキーム（半日）

第4回 オンラインで学ぶISO/IEC 17065 製品認証とファンクショナル・アプローチ（半日）

検査機関セミナー

第2回 ISO/IEC 17020（JIS Q 17020）規格解説セミナー（半日）

第9回 微生物試験結果が妥当であるための要件

臨床検査分野セミナー

第4回 ISO 15189:2022 規格概要解説オンラインセミナー

第4回 臨床検査室のためのリスクマネジメントセミナー
　　　　　～ISO 15189, ISO 22367をより理解するために ～（半日）

マネジメントセミナー

第15回 オンラインで学ぶラボラトリのリスクマネジメント（半日）

食品、微生物分野セミナー

第3回 食品等の理化学試験結果が妥当であるための要件

№ オンラインセミナー

※３か月前からお申込み可能となります

会場

受講料
（消費税込）

2026年度

2026年 2027年

上期 下期
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事務局だより 
 

     RMA会員年会費につきまして  

2026年度の「RMA会員年会費納入のお願い」を会員窓口ご担当者様のマイページにアップいた

しました。 

３月上旬に事務局よりメールにてお知らせしています。お手数ですが、５月末日までに年会費のご入

金手続きをお願いいたします。 

 

     2026年度のセミナー開催予定を掲載します  

2026年度の RMAセミナー（対面型、オンライン）スケジュールが決定しました。 

6～9ページに掲載しましたのでご覧ください。 

以降も新規セミナーの開設を行う予定です。最新のセミナー開催予定は RMAウェブサイトのトップ

ページ（https://rma.tokyo）にございます、セミナータグの「2026年度セミナースケジュール」で

ご確認いただけます。また、セミナー詳細は各セミナーのご案内またはセミナーカテゴリ-をご覧くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

先日のRMAフォーラムにご参加いただいた皆様、ご多忙の

ところお運びくださいましてありがとうございました。今後も会

員の皆様方との情報交換や懇談の場として開催していく所存

でございます。その際には皆様のご参加をお待ちしております。 

だんだん過ごしやすい気候となり、五反田の桜は早くも満開

をすぎていますがまだ綺麗に咲いています。昨年の今頃、事務

所近くで撮影した写真を表紙にしてみました。 

２０２６年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

事務局 編集担当 中澤 

発行：一般社団法人 ＲＭＡ 

表紙写真：事務局職員撮影 

東京都品川区西五反田１丁目11-1 

アイオス五反田駅前 502号 

  03-6417-3400 

             jimukyoku@rma.tokyo 

    httpｓ://rma.tokyo 

https://rma.tokyo/

